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ま え が き

Amoxycillinn,α-Amino-p-Hydroxybenzylpenici-

llin (BRL 2333)は,1971年LONGら に よつ て新 し く

合 成 され たSemi-synthetic penicillinで あ る1)。 本 物

質 はAmpicillinに 似 た構 造 を持 ち,抗 菌 ス ベ ク トラム

お よび 抗 菌力 は ほ とん どAmpicillinと 同 様 で あ る と さ

れ て い る2)3)4)。 しか し,AmoxycillinはAmpicillin

よ り吸 収 が 良 く,明 ら か にAmpicillinよ り高 い 血 中 濃

度 に 達 す る こ とが 報 ぜ られ て い る3)5)。 わ れ わ れ は,経

口用Amoxycillinに つ い て産 婦 人 科 領 域 で検 討 を 加 え

た の で,報 告 す る。

実 験 方 法

細 菌 に 対 す る感 受性 測 定 試 験 は,患 者 分 離 株 を 日本 化

学 療 法 学 会 標 準 法 に よつ て,寒 天 平 板 希 釈 法 に よ り測 定

した 。 体 液 内 濃 度測 定 は,Bacillus subtilis PCI 219株

を検 定 菌 とす る寒 天 平 板Disc法 で,標 準 曲線 はpH 7.2

の燐 酸 緩衝 液 を使 用 した。

臨 床 試 験 は 産 婦 人 科 感 染 症 患 者 を対 象 と した 。

感 受 性 試 験 成 績

Table 1に 示 す 成 績 は,臨 床分 離株 お よび一 部 保 存 株

に対 す る感 受 性 をAmpicillinとAmoxycillinに つ き

比 較 した もの で あ る。 す な わ ち,Klebsiella 4株,E.coli

6株,Proteus 2株,Serratia 2株,Pseudomonas 2株,

Staph.aureus 12株,Pneumococ.4株, Strept. hemo-

lyt.4株,Enterococ.4株 合 計40株 に 対 す る 感 受 性 試

験 成 績 で あ る。 表 に み る と お り,Amoxycillinの 抗 菌 力

は,グ ラ ム陰 性 桿 菌,陽 性 球 菌 い ず れ に 対 して もほ ぼ 同

程 度 で 差 が あ ま りない 。Klebsiella,Serratia,Pseudo-

monasは い ず れ も100mcg/ml以 上 で あ り,E.coli,

Proteusは6.25～50mcg/ml,ブ ドウ球 菌 等 の グ ラ ム

Table 1 Susceptibility of amoxycillin and ampicillin against pathogenic organisms
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Table 2 Comparison of average serum levels of amoxycillin and ampicillin

Table 3 Comparison of urinary excretion of amoxycillin and ampicillin
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陽 性 球 菌類 は い ず れ も0.20mcg/ml以 下 で あつ た 。 ま

た,こ の成 績 か ら,AmpicillinとAmoxycillinの 間

に は完 全 な交 叉 耐 性 の あ る こ とが 判 つ た。

血 中濃 度

Table 2に 示 す成 績 は,4人 の 健 康 成 人 を 対 象 と し

てCross over法 に よ り,Amoxycillin 250mg,125mg

1回 経 口投 与後 お よびAmpicillin 250mg投 与 後 の 血

中 濃 度 を 測 定 比 較 した もので あ る。 表 に み る と お り,

Doseresponseは 認 め られ,Amoxycillin 250mgの ほ

うが125mgの 場 合 よ りも血 中 濃 度 は 高 く,持 続 も長 い

こ とが 明 らか で あ る。

また,Ampicillinと 比 較 して 吸 収 が 速 く,125mg投

与 で もAmpicillin 250mgよ り血 中 濃 度 は 速 くpeak

に 達 し,peak値 も高 い。 平 均 のpeak値 はAmoxycillin

250mgで7.93mcg/ml (2時 間), 125mgで3.65mcg/

ml(1時 間),Ampicillin 250mgで3.64mcg/ml (2

時 間)で あ る。平 均値 の血 中 濃 度 の 消 長 を 図示 した の が

Flg.1で あ る。 血 中 濃 度 の 消長 は,Amoxycillin 250mg

投与 が 最 も高 く,Amoxycillin 125mg投 与 群 とAmpi-

cillin 250mgは ほ ぼ 同程 度 の濃 度 とい うこ とが で き る 。

尿 中排 泄

Table 3に 示 す 成 績 は,血 中 濃 度 と同 時 に 測 定 した。

同対 象に おけ るAmoxycillin 250mng, 125mg, Ampi-

cillin 125mg経 口投 与 時 の 尿 中 排 泄 をCross over法 に

よ り測 定 した もの で あ る。 そ の6時 間 内 尿 中 排 泄 率 を 図

示 した も のがFig.2で あ る。 尿 中排 泄 動 態 は ほ ぼ 血 中 濃

度 の 消長 と一 致 して お り,Amoxycillin 250mg投 与 群

55.7%,125mg投 与 群27.5%,Ampicillin 250mg投

与 群37.3%で あ る。

臨 床 成績

臨 床 治 験 例30例 の うち わ け はTable 4,5,6に 示 す

とお り,膀 胱 炎15例,腎 孟 炎1例,流 産 後 子 宮 内 膜 炎1

例,淋 菌 性 頸 管 炎 ・腔 炎 ・外 陰 炎1例,乳 腺 炎5例,術

創 感染4例,子 宮 労 結 合 織 炎1例,骨 盤 腹 膜 炎2例 であ

る。 これ ら の症 例 か ら,ブ ドウ球 菌10株,E.coli 11株,

Klebsiella 1株, Strept.viridans 3株,Naisseria

gonorrhoeae 1株,計26株 の細 菌 が 検 出 され た 。 検 出 菌

のABPCに 対 す る感 受性 は22株 が 感 受 性,4株 が 耐 性

で あ つ た。 これ に 対 す るAmoxycillinの 投与 量 は,膀

胱 炎 は1回250mg,1日3回 計750mgを 主 と し,他 の

感 染 症 は1回250mg,1日4回1000mgを 投 与 した 。 投

与 期 間 は3～32日 に お よび,平 均 投 与 日数,膀 胱 炎7.2日,

性 器 感 染症11日,平 均 投 与 量 膀 胱 炎6.25g,そ の他 の感

染 症11.6gで あ る。 この 結 果,膀 胱 炎15例 中,著 効8

例,有 効6例,無 効1例,腎 孟 炎1例 有 効,子 宮 内膜 炎

1例 有 効,子 宮 労 結 合 織 炎1例 有 効,淋 菌性 頸 管炎1例

Fig. 1 Average serum levels of amoxycillin 

and ampicillin

Fig. 2 Comparison of urinary excretion 

of amoxycillin and ampicillin
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有効,乳 腺炎5例 中著効1例 有効3例,や や有効1例,

術 創感染4例 中2例 有効,2例 無効,骨 盤腹膜 炎2例 有

効 の臨床効果で,総 計,有 効26例,や や有効1例,無 効

3例 の結果を得た。副作用 と して特に認むべき ものはな

か つた(Table 4,5,6)。

考 按

われわれの成績を 考察す ると,Amoxycillinの 抗 菌

スペ ク トルな らびに試験管内抗菌力はAmpicillinと ほ

ぼ同等で あることを明らかに した。 この こ とは,既 に

SUTHERLANDら をは じめい くつかの報告2)3)4)に 認 めら

れ てい るが,わ れわれ の成績 もこれ とほ とん ど一致 して

いる。

本物質の最大の特徴は,吸 収の良好な こととされ,従

がつて,血 中濃度の上昇が認め られている5)6)7)。 また,

食 餌の摂取に影響され ない ことも認め られてお り,臨 床

上,有 意 なことと考え られ る。われわれ の成績はCross

over法 によ り,こ れ らの 吸収 態 度 をAmpicillinと 比

較検討 した ものであるが,明 らかにAmpicillinよ りも

吸収が良好 であ り,吸 収は速やか で,速 くpeakに 達

し,peak levelは 同量 で,2倍 に近い値 が 得 られ,血

中持続時間 も長い ことが認 められた。同様に,尿 中排泄

もAmpicillinよ り高い ことを認めた。

この特徴は直ちに臨床的に有意 な結果を導 き出 し得る

か ど うか問題 となるところであるが,動 物実験に よる感

染治療成績では,こ の有意性は認められてお り8),臨 床

的にも認め られている9)。

われわれの産婦人科領 域におけ る感染症治療成績 は,

86%の 有効率を認めたが,比 較的治療 し易い膀胱炎に対

しては,1日750mgの 投与量で 良い結果を 得てお り,

乳腺炎,骨 盤内感染症 お よび術創感染の ような,比 較的

治療 し難い症例に対 して も,平 均投与 日数11日 とい う成

績で,こ れは吸収の良好であるとい う特徴が反映 してい

るもの と考 えられ る。

すなわち,Am0xycillinの 性質は,合 成ペ ニシ リンの

中で,1つ の進 歩を もた ら した もの で,Ampicillinに

勝 る臨床効果 を期待 し得 るもの と考える。

む す び

新 しい合成ペ ニシ リン,Anloxycillinに ついて,産 婦

人科領域で検討を行ない,以 下の結果 を得 た。

産婦人科臨床例か ら分離 した細菌 に 対 す る 抗菌力 は

Ampicillinと ほ とん ど差がない ことを 認めた。 吸収は

明らかにAmpicillinよ り良好で あ り,Ampicillinの

約2倍 の血中濃度を得る ことができた。排泄 もまたAm-

picillinよ り良好であつた。

産婦人科領域の感染症 に 対 し,1日750～1000mgの

投与量で,86%の 有効率を認め,副 作用 はなかつ た。

以上の成績か ら,産 婦人 的感染症 に対す る臨床価値を

認 めた。
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Clinical pharmacology and clinical evaluation were made on amoxycillin, a new semisynthetic penici-

llin, in the field of obstetrics and gynecology. 
The results presented here show that the antibacterial spectrum and susceptibility of amoxycillin are 

similar to those of ampicillin. 

Amoxycillin is evidently well absorbed and produces serum concentrations twice as high as ampicillin. 

The urinary excretion of amoxycillin is significantly higher than that of ampicillin. 
The drug was rated 86% effective in cases of gyneco-obstetrical infections with daily dose of 750 

1000 mg. No side effects were recognized. 
Amoxycillin was judged clinically significant in obstetrical and gynecological infections from all the 

results described above.


